
明
治
始
ま
る
．

一
八
六
八
年
（
明
治
一
年
）
九
月
明
治
と
改
元
し
一
世
一
元
制
を
制
定
す

る
。

一

八
六
九
年
（
明
治
二
年
）
東
京
に
遷
都
す
る
。

藩
籍
を
奉
還
さ
せ
各
藩
主
を
知
事
に
任
命
す
る
。

各
府
県
に
紙
幣
製
造
を
禁
じ
る
。

京
浜
間
に
電
信
開
通
す
る
。

八
七
一
年
（
明
治
四
年
）
華
。
士
族
・
平
民
の
相
婚
を
許
可
す
る
。

田
畑
勝
手
作
を
許
可
す
る
。

八
七
二
年
（
明
治
五
年
）
身
分
制
を
華
・
士
族
。
平
民
と
す
る
。

庄
屋
・
名
主
・
年
寄
を
廃
止
し
戸
長
・
副
戸
長
を
設
置
。

農
民
間
の
身
分
制
を
廃
止
し
、
職
業
の
自
由
を
許
す
。

太
陽
暦
を
採
用
し
、
五
年
十
二
月
三
日
を
、
六
年
元
旦
と
す
。

徴
兵
令
を
頒
布
す
る
。

八
七
三
年
（
明
治
六
年
）
外
国
人
と
の
通
婚
を
許
す
。

こ
の
年
、
各
地
で
地
租
改
正
、
徴
兵
令
反
対
の
一
摸
起
こ
る
。

八
七
五
年
（
明
治
八
年
）
平
民
に
氏
称
す
べ
き
を
命
じ
る
。

八
七
六
年
（
明
治
九
年
）
廃
刀
命
じ
る
。

八
七
七
年
（
明
治
十
年
）
地
租
税
率
を
百
分
の
二
半
に
低
減
す
る
。

こ
の
時
分
か
ら
、
馬
肉
を
食
べ
た
り
、
か
つ
ぽ
れ
・
開
化
都
都
逸

流
行
す
る
。

一
草
分
け
」
と
い
う
言
葉
は
是
三
」
の
土
地
に
初
め
て
来
て
山
野
を
開
き
村
立
て
を

し
た
「
先
駆
者
」
の
こ
と
を
「
草
分
け
」
と
呼
ぶ
。

一
般
的
に
は
「
山
本
」
等
と
い
う
様
に
「
元
」
「
本
」
の
字
を
含
ん
だ
姓
名
に
し
て
い

る
場
合
が
多
い
。

福
島
の
草
分
け
は
〈
何
処
の
家
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
昔
か
ら
「
日
吉
神
社
」
な
ど

の
神
社
を
南
方
向
に
置
き
、
反
対
に
火
葬
場
な
ど
を
北
に
置
い
て
あ
る
の
が
村
立

て
の
常
識
で
あ
る
と
言
う
。

萩
原
家
を
「
犬
丸
屋
」
と
、
古
く
か
ら
呼
ん
で
い
る
。

ま
た
何
時
ご
ろ
か
判
ら
な
い
が
、
日
吉
神
社
の
南
を
「
犬
丸
屋
開
き
」
。
次
い
で

「
九
郎
右
衛
門
開
き
」
、
次
い
で
「
善
右
衛
門
開
き
」
、
「
興
左
衛
門
開
き
」
次
い
で

「
地
子
開
き
」
と
い
う
順
に
、
福
島
の
地
所
を
呼
ん
で
い
る
。

犬
丸
と
い
う
屋
号
は
、
福
島
の
草
創
の
時
代
の
「
十
村
」
は
犬
丸
に
い
た
の
で
犬
丸

屋
は
、
十
村
の
命
令
で
福
島
の
荒
地
に
最
初
に
鍬
を
下
ろ
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
、
と
い
う
推
理
は
強
ち
的
外
れ
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
：

「
地
子
開
き
」
と
は
、
在
所
全
体
で
開
い
た
と
考
え
る
、
何
故
な
ら
明
治
初
年
、

政
府
は
盛
ん
に
開
拓
を
薦
め
、
村
の
縄
張
り
全
体
を
開
拓
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。

現
在
で
も
福
島
に
「
屋
号
」
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
屋
号
を
み
て
「
あ
あ
で
も

な
い
、
こ
う
で
も
な
い
」
と
考
え
て
戴
き
た
い
ｐ

お
寺
の
門
徒
を
総
合
的
に
見
る
と
か
、
門
徒
以
外
に
「
御
講
門
徒
」
を
調
べ
て
見

る
の
も
、
一
興
だ
と
考
え
る
が
、
如
何
で
す
か
。

福
島
の
草
分
け
は

蓋
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蕊
蕊
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謬
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蕊
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覇
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謝
恩
閉
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